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データベースは、わが国の情報化の進展 ヒ、重要な役割を果たすものと其用寺されている。

今後、データベースの普及により、わが国において健全な高度情報化社会の形成が期待される。

さらに海外に対 して提供可能なデータベースの整備は、国際的な情報化への貢献および自由な

情報流通の確保の観点からも必要である。しかしなが ら、現在わが国で流通 しているデータベ

ースの中でわが国独自のものは1/3に すぎないのが現状であ り、わが国データベースサービ

スひいてはバランスある情報産業の健全な発展を図るためには、わが国独自のデータベースの

構築およびデータベース関連技術の研究開発を強力に促進 し、データベースの拡充を図る必要

がある。

このような要請に応えるため、(財)デ ータベース振興センターでは日本自転車振興会から

機械工業振興資金の交付を受けて、データベースの構築および技術開発について民間企業、団

体等に対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容 ま、社会的、経済的、国際的に重要で、

また地域および産業の発展の促進に寄与すると考えられているデータベースの構築 とデータ

ベース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化などに閲系したソフ トウェア技術 ・

ハー ドウェア技術である。

本事業の推進に当って、当財団に学識経験者の方々で構成されるデータベース構築 ・技術

開発促進委員会(委 員長 東海大学教授 上條史彦氏)を 設置している。

この 「付加価値データベースシステムの開発に関する調査研究」は、平成10年 度のデー

タベースの構築促進および技術開発促進技術として実施 した課題の一つで、当財団が株式会社

インタークラフ トに対 して委託実施 したものである。この成果が、データベースに興味をお持

ちの方々や諸分野の皆様方のお役に立てば幸いである。

なお、平成10年 度データベースの構築促進およ酬 澗 発促 進事業で実施 した課題は次

表のとお りである。
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平成10年 度 デー タベ ース構 築 ・技術開発促 進事業委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

社 会

1 生命 保険商 品情報 デー タベ ース プ ロ トタイ プ構 築 (株)平 和情報 セ ンター

2
ビジネス法定 文 書のサ ン プル フォー ムデー タベー ス

の構 築
ジ ャス トネッ トコ ミュニケー シ ョンズ(株)

3
グル ープ ウェア によ るISO9001品 質 文書 筐 『

理 デ ータベ ース ヅール の構築
日本電子開発(株)

地域活性化 4

'

地域対応型の農業技術情報データベース構築 ア シス トマイ ク ロ(株)

技 術

5
登録 ジオ コー ドに基 づ く世界 デー タベ ース システ ム

の開発
アジア航測(株)

6
複数の認証局間における認証データベースの有効利
用に関する調査研究

(株)イ フ ・ア ドバ タイジ ング

地域振興

7 十勝 毎 日新 聞記事 デー タベ ース構築 (株)ケ ー シー ズ

8
付加価値データベースシステム構築に関する調査研
究

(株)イ ンター ク ラフ ト

9
新規産業創出のための業種を融合した企業情報の
データベースの構築

(財)相模原市産業振興財団

10

地 域 ホー ムペー ジに係 わ る リンク集 整 備お よび 自動

巡 回 システ ム と全 文検索 エ ンジ ンを利 用 した効 果 的

検 索機能 の 開発

ミネルバ(株)

11
古 墳 ・遺 跡 の指標 とな る土器 デー タ検 索パ イロ ッ ト

シス テムの作 成
凸版印刷(株)

12 出雲 古代 遺跡 デ ジタルデ ー タベー ス構 築 (株)出 雲王国

13
イ ンターネ ッ トを利 用 した 四国地域 の研 究者 デー タ

ベ ー スの構築 (財)四 国産業 ・技術振 興セ ンター

14 長崎県観光写真素材データベースの構築 長崎 メデ ィア ミックス協 同組合

15
沖 縄伝統 空手 ・古武道国 際人材 リソー スデー タベ ー

ス
(株)ア イ エ ム ア イ コ ー ポ レ ー シ ョン
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1.は じめ に

11付 加価値 デ ータベ ース システム とは

111今 日の デ ー タベ ース 利 用 の 実 態

今 日のデー タベ ース利用 の実態 としては、 企業 内オ フィスで用 い るパ ソコンの

ネ ッ トワー ク化 に伴 い、 中小企 業や部 門内で の 中 ・小規模 のデー タベース利 用が

促進 され、社員 デー タ、顧客 デー タ、商品 デー タ、 営業用 データ とい った各種 デ

ータが企業内で積極的 にデータベース に格 納 され利用 されてい る。

また、世界 中でのイ ンターネ ッ トの隆盛 に伴 い、 日本国内で もイ ンターネ ッ

トが普通 に利用 され るよ うにな り、 情報提供 の方法 が簡 易で、 また利用 の方法 も

簡単 であ るため、WWW(WorldWideWeb)サ ー ビスが一般社会 に浸透 し、 その

情報 量 も日毎 に増加の一歩 をた どってい る。

これ まで は会社 内な どの 閉 じられ た世界 の中のみで利用 されて きた ことが多

い商 品デー タベー ス等 が、 イ ンターネ ッ ト、WWWサ ー ビスの普及 と、 エ レク ト

ロニ ヅク ・コマー スの流行 に伴 いイ ンターネ ッ ト上へ の公 開用 と して利用 され、

これ らデー タベー スへ のネ ッ トワー クか らの利用者情報 が企業の マー ケテ ィング

戦 略の重要な フ ァクター として新 たな情報の利用価値 を生 み出 してい ることは見

逃 す ことがで きない。

1.12デ ー タベ ー ス シ ス テ ム の拡 張性 の 乏 しさ

しか し、企業活 動の 中で非常 に多 く利 用 されて い る リレー シ ョナル データベ ー

スシステムは、デー タベース設計 において利 用 が予想 され るほ とん どの機能 を設

計時 にスキーム として網 羅 して い る必要があ り、運用開始後 に柔軟 に構成 を変更

するこ とが困難 であ る。

企業 活動の基幹情報 と して 目的 を持 って作 られ たデー タベース な どは この よう

に、後 々別の 目的 に流用 した い と思 って も、 デー タベース が構造 の変化 に柔軟 に

対応 で きない場合 が多 く、 ネ ヅ トワー クによってデー タベースが結 ばれ利用 目的

の拡張 を迫 られて も、柔軟 に既存の デー タベース システ ムを有効 に活用 するこ と

がで きないこ とが多い。

イ ンターネ ッ トの隆盛、LAN、 ネ ヅ トワー クの普及 に伴 い、データベースの利用

目的 がよ り広範 囲な ものにな って い ることは事実で あるが、一度構築 され た既存

のデー タベース に対 し、格納 されて い るデー タや そのデー タ構 造 に手 を加 えず に

デー タベースの価値 を高 め るための手法 はい まだ実現 されてお らず、容易 に既存

のデー タベースの価値 を高 め る手法の 実現 こそ、新 世代 デー タベース開発 に求 め

られ る要件の1つ であ る。
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1.13付 加 価 値 デ ー タ ベ ー ス シス テ ム の 必 要性

我々は既存 のデータベー スに格 納 され たデー タやデー タ構造 に手 を加 えるこ と

な く、複 数のデー タベース を融合 しなが ら新 たな価値 を有 す るデー タベース に再

構築 す る手法の実現 を 目的 としてい る。 この手法の実現 に よ り既存のデー タベー

ス 自身が潜在的 には保有 して いないデー タベースの価値 を、仮想 的なデー タベー

ス システ ムの構築 において付加 す るこ とがで きるため、既 存デー タベースの再利

用性 が高 ま り、価値 を高 め ることが可能 とな る。

また、デー タベース設計作業 の面か ら言 えば、設計 当初 よ り運用後 に予想 され

る全ての要求 を満 た したデー タベース設計 を しな くて も、運用後 に新 たなデー タ

ベース を構築 して付加 価値デ ータベース シス テム とい う仮 想的なデー タベース と

して利 用 するこ とが可能 となれば、デー タベ ース設計 の負荷 が激減 する と考 え ら

れ る。

以後、我 々の手法 によ り再構築 され た仮想 的なデータベースを付加価値 デー タ

ベース システ ム(ValueAddedDatabaseSystem:VADBS)と 呼ぶ。

114デ ー タ ベ ー ス の価 値 に つ いて の 議 論

付加価値 データベース システ ムは、容易 にデータベースの価値 を高 め ることが

可能で あるが、 既存のデー タベース に対 して どの ような価値 が付加 されたか とい

うこ とを評価 す る基準 が必要 にな る。 しか し現状 では、 デー タベースの価値 に関

する議論 は世 の 中には ほ とん ど見あ た らない。そのため我 々は付加価値 デー タベ

ー スシステムを評価す るため、一般 的 に利用 で きる形 での価値 の評価基 準を新 た

に定 めるこ ととした。

我々は付加 価値 デー タベ ース システムにお け る、デー タベースの価値 の評価基

準 として、信頼性 、機密性、 適応性 、有用性 とい う4つ の評価基 準 を設 けた。実

在 する全 ての既存のデー タベース に対 して、 これ らの価値 を高め ることがで きれ

ば、 エ ン ドユ ーザ は更 に多 くの恩恵 を得 るこ とになる。

12付 加価値デ ータベース システムの概念

付加価値 データベース システ ムは本 プ ロジ ェク トのオ リジナルの概念であ り、既

存 のあ らゆ るデータベー スに対 し、デー タベー スの構 造や保有 するデータ を一切 変

更 する ことな く、デー タベ ースの価値 を高 め るこ とが容易 に可能 な仮想的 なデー タ

ベ ースシステムである。

既存のあ らゆ るデー タベース として は、 リレー シ ョナルデー タベース、オ ブジェ

ク ト指 向データベース、 そ してイ ンター ネ ッ ト上 に分散 されハ イパー リンクで緩 く

結 ばれたWWW上 のデータ を対象 とす る。

これ らモデルの異 な るデー タベース を扱 う必 要性 か ら、我 々は 「デー タベースの
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作 用」 とい う概念 を導入 した。作 用 とは、既 存の様々 なデー タベース に対 して、モ

デルの異 な るデー タベー ス を連携 させ る ことを表 わ し、 リレー シ ョナルデー タベー

スの世界 では結合(join)と 言 う概念で あ るが、 これ をオ ブジ ェク ト指 向デー タベ

ースや、 イ ンターネ ッ ト上の分散デー タベ ース にまで拡張 した新 しい概念であ る。

付加価値 デー タベース システ ムが構築 す る仮 想的 なデー タベース によ り新 たな価

値 が生 まれ る構造 はこの作 用を利 用 す ることで実現 される。既存の デー タベース に

対 して、 あ る情報群 を作用 させ るこ とで、今 までには なかった新 たな価値 を持つ仮

想的 なデータベース システ ムが実現 するのであ る。

仮 想 的なデータベース
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図1-1付 加価値 デ ータベ ース システムの概念

図1-1で 、作 用 させ る情報群 は1つ とは限 らない。例 えば既存 のデー タベース

に対 して異 なる情 報群AとBを それぞれ作用 させた とき、ユ ーザAか ら見 た仮想 的

なデー タベースは、DB-Aと 見 えるこ とにな り、 またユ ーザBか ら見 た仮想的 なデー

タベー スは、DB-Bと 見え るこ とにな る。すなわ ち既存 のデータベー スは1つ であ っ

て も、作用 させ るデー タによ り仮 想的 なデータベースは複数生成 され るこ とにな る。

生成 され た仮想 的なデー タベー スは、既存の データベース にはない、新 たな価値

を保有 す ること となる(図1-2)。
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データベ ースA

作用陥 ⇒
ピ ⊃

データベ ースB

データベ… 一 合
ノ ・

仮想的なデータベース A+B以 上 の 価 値!

_価{,③

図1-2新 たな価値 を生み出す仮想的デ ータベース

1.3デ ー タベ ース の 価 値 基 準 の定 義

付加価値 デー タベース システ ムは、 既存のデ ータベ ースの価値 を高 め ることので

きるシステムで あるが、価 値 につ いての評価の基準 がなければ付加価値 データベー

スシステムを正当 に評価 するこ とがで きない。

デー タベース に まつわ る価値 とい う言葉は、往 々に してデータベ ースの利用価値

についての議 論 に始終 して しまいが ちであ る。 それは、一般ユ ーザ が 目にす るデー

タベ ースは、多 くが検 索の ためのユ ーザ インタ フェースや、検 索後 の結果 について

で しかないか らだ と考 え る。確 か に検 索 にお け る効果 は、 データベ ースの価値 を議

論 す るに値 す るものであ るが、 これはいわゆ る 「デー タベースの利用価値」であ り、

デー タベー スが潜在的 に持つデー タベースその ものの価値 とは言い難 い。

その ため、我 々は、デー タベー スが潜在的 に持 つデータベースその ものの価値、

について検討 を行ない、次の よ うな定 義を行な った。

我々はデー タベースの価値 を次の4つ の観点 か ら捉 えてい る。
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13.1情 報 の信 頼 性

情報 の信 頼性 は、既 存の デー タに比べて、新 たな仮想 的デー タベ ースの情報 は

どれ だけ事実 に反 していな いか、 あ るいは どれ だけ物事 を客観的 に捉 えているか

とい う基 準であ る。

13.2情 報 の機密性

情報 の機 密性 は、 既存の デー タベース に比べ て、新 たな仮想 的データベー スの

情報 は どれだけ情報 に対 す る不当なア クセス を許 さないか とい う基 準である。

13.3情 報の適応性

情報 の適応性 は、既存の データベース に比べ て、新 たな仮想 的データベースの

情報 は1つ の情報 を異な るユ ーザ に対 して どれだけ適応 させ ることがで きるか と

い う基 準であ る。

例 えば、個人 の感性 で情報 を検 索で きる とか、 同 じ情 報で も、 老人がア クセス

した ときには大 きな フォ ン トで見 せ た り、子供 がア クセス した ときにはふ りがな

を振 った り、目の不 自由な人の時は、音声 で提供 した りと言 った ことを意味す る。

13.4情 報 の 有 用 性

情報の有用性 は、既存の データベース に比 べて、新 たな仮 想的データベースの

情報 が どれだ け役 に立 つ ようにな ったか とい う基準であ る。

有用性 とい うのは上記3つ の評価 基準 を総合 的 に見渡 した基 準であ る とも言 え

る。

今後 は、 これ らの価 値基準 の定義 を基 に、付加価値 デー タベース システ ムのモデ

ル を構築 し、評価 を行 なってみ ることにす る。
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2.付 加 価 値 デ ー タベ ース の動 向調 査

2.1一 般 社 会 に お け る動 向

付加価値 デー タベース システ ムは既存の デー タベー スの適応性 、信頼}生、有用性 、

機 密性 を高め るこ とので きるシステ ムであ る と前章で述べた。

付加価値 データベース システムの提供 する機能 は今後 の情 報社会 において大 い に

望 まれ る機能 であ るが、 イ ンターネ ッ ト上の サー ビスで、我々の言 う適応性 を向上

させ よ うとい う試 みがい くつか見 られ るようになった。

イ ンター ネ ッ トが一般社会 に普及 した現在、世 界 中に散在 す るホームペー ジを効

果的 に探 し出 し、 ユーザ に提供 す るこ とがで きるシステ ムが公開 され頻 繁 に利 用 さ

れて い る。 これ らは一般 的にWWW検 索 エ ンジ ンと呼ばれ、 ホームペー ジ内の文字

を検索対象 と してユーザ に検 索 を行 なわせ るものだが、 このWWW検 索エ ンジンの

中にも利用者個 人の嗜好 や情 報 を保持 しなが ら、 よ り積極 的 に検 索結果 を提案す る

形のサー ビス を提供 す るシステ ムも出て きて いる。

この ようなユーザ に対 す る提 案型のWWW検 索エ ンジンは、我々の着 目 した4つ

の観点 で言えば、ユーザ それぞれ に合 わせたサー ビス を提供 す るとい う意 味か ら、

適応性 の向上 に当 たる。検 索対象 としての世界 中のホー ムペー ジのデー タ 自体 を何

も変化 させず に、利 用者 に対 してデー タの持 つ以上の付加価値 を与 えてい るので あ

る。以下、読 売COLiNS[1]、MagicPocket[2]の2つ の システムを例 に取 り、一般社会

にお け る動 向を見 ることにす る。
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2.1.1言 売売cOLiNS[1]
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フH輪 編藻(自 表示吐)シ 泌"'(9)Cemma,eaiev(p}NV)rte

∨
.遥 ・コ湊 、墓NetStte

膓i豊 酬 豊 新着 翌 お静 め3畑1悟"里 コネ場☆ 慧Mウ トアレース

,

■

一 一 ㊧
、 タ

、 ■

ろ 擦 筆.に 掴■讐 パ万 治乙i・ ・ilP酒 ・ ・ 錫 菱裁1
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度か らチェックす ることがで き、新聞 を読んだ り 通常 のWWWベ ージを見るの とは異なる見 方であ なたの 知識を
深 め、興味を刺 激する ことでしょう.無 科 コーナ ーで基 本的 権能が 体 験できます 。有 料コンテンツ賭入 手続き
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図2-1読 売COLiNSト ップペ ー ジ

読売COLiNSは 、読 売新 聞社 の記事 をNEC社 のパー ソナライズ(personalize)

技術 に基 づいて提供 す るユーザ指 向型の イ ンターネ ッ ト新 聞であ る。通常 の新 聞

とも異 な り、 また通 常のホー ムペー ジ とも異 な り、 さまざ まな角度 か ら世 の中の

出来 事 をながめ るこ とがで き、新 たな発見や経験 をすることがで きる。読 売CoLiNS

のホー ムペー ジに記載 されて い る情報か ら主 な機能 を以下 に示す。

(1)閲 覧時点で最新の記事 を画面上に見やす くレイア ウ トして表示。

(2)ユ ーザ が読 んだ記事 をシステム が記憶 し、それ と関連 した記事 が新 たに入

って きた場合 には、次 回ア クセス以降 には 目立つ位置に表示する。

(3)登 録 したキー ワー ドにマ ッチ した記事は 目立 つ位置に表示する。

マ ッチ したキー ワー ドは赤色 で表 示す るのです ぐに見つけ ることが可能 。

キー ワー ドは記事 全文 を検 索 してい るので見落 とす心配 がない。

(4)希 望者は 、毎 日最大2回 まで 、過去24時 間の登録記事 を電子 メールで受け

取 る ことが可能 。

メール 配信 の際 には、 登録 キー ワー ドにマ ッチす る記事 についてのみ記事

概 要や全文記事 を添付 した り、全 ての記事 に概 要を添付 す るな ど、 さ まざ ま
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なカス タマ イズが可能 とな る。

(5)過 去2週 間 までの各 日にアクセス数の 多力・った記事 トップ10が いつで も参

照で きる。

これ によ り、世 の 中の人 々が興味 を持 っている出来事が一 目瞭然 となる。

(6)各 記 事の関連記 事 をコ ンピュー タが発 見 し、それ を リンクで たどる ことが

で きるので出来事の経過 がよ くわかる。

、

(7)デ ス ク トッ プ への パ ー ソナ ル ニ ュー ス 配信 。

マ イ ク ロ ソ フ ト社 の ウ ェ ブ ブ ラ ウザ で あ るInternetExplore4.0の ア クテ ィ

ブデ ス ク トッ プへ の ニ ュ ー ス 配 信 機 能 を利 用 す る こ とに よ り、 ユ ー ザ が操 作 し

な くて も、 サ ー バ プ ッシ ュ型 配 信 に よ って 自動 的 に最新 の ニ ュー ス 記 事 を読 む

事 が で き る 。記 事 の 表 示 は、 ユ ー ザ の 興 味 と、 ニ ュー ス の 新 鮮 に応 じて 提 供 さ

れ るた め 、 関 心 の 高 い 重 要 な ニ ュー ス や、 速 報性 の あ るニ ュー ス を見 逃 す こ と

が 少 な くな る。

一 ■X
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図2-2読 売COLiNS記 事 の 表 示

2.1.2MagicPocket[2]

「MagicPocket」 は、NTT社(日 本 電 信 電 話 株 式 会社)の 検 索 エ ンジ ンサ ー ビス

で あ るNTTDIRECTORY[3]の ユ ー ザ の 利 用 結 果 を総 合 分 析 し、 同 じ興 味 を持 った人
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達 の 間 で 人 気 の あ るベ ー ジ を探 し出 しユ ー ザ に紹 介 す るシ ス テ ムで あ る。

この 「MagicPocket」 を支 え る技 術 と してAwarenessNet[4]が あ る。AwarenessNet

は 、NTTに よ り開 発 さ れ た技 術 で 、 ソー シ ャル フ ィル タ リング を利 用 して 、 イ ン

ター ネ ヅ トに散 在 す る膨 大 な量 の情 報 か ら、 ユ ー ザ の 興 味 に合 っ たWEBベ ー ジ を

自動 的 に選 別 ・推 薦 す る。

X

フ〆 ル(£)編 集⑤B翫i⑭ 移動⑨ お気に入日四 ヘルプ鯉

il丹 レスtr]h・tp〃 ・・。・・.nav・・tt・叩/・9・b・f・ns-・ ・in・gi

堅
▼i

図2-3MagicPocket

これ らの ホームペー ジによ るサー ビス は、 匿名性 の高 いイ ンターネ ッ ト上のユ ー

ザ を、利 用開始時のユーザ登録 とcokkieと い うWWW上 の手法 を結合 させるこ とに

よ り個 人の認識 を行 ない、ユーザ の操作 や検 索結果 をデー タベース化 しサーバ側 で

分析 、 ホー ムページの検 索 時にユ ーザ嗜好 を織 り交ぜて提示 するこ とによ り、ユー

ザ に対す るサー ビス として新 たな価値 を生み 出 して いる。
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2.2研 究分野 との関係

付 加価値 デー タベース システ ムのモデル構築 にあた り、付加価値 データベー ス シ

ステ ムが関係 す ると思 われ る各研 究分 野の最先端技術 を流用 す る目的で、各研究分

野 との インターセクシ ョンについて調査 を行 った。

この調査 結果 を付加価値 デー タベー ス システ ム研究 の ロー ドマ ップと して図2-

4に 提示 する。
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図2-4を 見 る と、付 加価値 デー タベース システムは、 データベース、 自然 言語

処理、 ヒューマ ンイ ンタ フェース、 マルチメ デ ィア通信 と分散処理 とい った研究分

野 と深 く関わ りがあ ることが分 か る。以下、具体 的に どの ような関わ りがあ り、 そ

の分野 の どの ような技術 を利用で きるのか説 明す る。

2.2.1デ ー タ ベ ー ス

付加 価値 デー タベース シス テムは既存の データベースの価値 を高 め ることので

きるデー タベース シス テムであ る。

我々の考察対 象 として いる既 存のデー タベース には、 リレー ショナル データベ

ース、 オ ブジ ェク ト指 向型デー タベー ス、WEBな どが挙 げ られ る。 これ らのデー

タベース を統一 的 に扱 いなが ら付加 価値デー タベース システム を構築 す るために

は、 デー タベー スの種 類 に依 存 しな い付加価値 データベース システムのモデル が

必要であ る。ス キームの異な る異種 デー タベ ースの統合 に関 しては このデータベ

ースの分野で研 究 され ている。

リレー シ ョナル デー タベー ス、 オ ブジ ェク ト指 向デー タベース間のスキーム変

換技術 と しは、ス キー ママ ヅパ を利 用 したSQLク ライア ン ト、SQLゲ ー トウェイな

どが有名で ある。 当初、我 々 もこの分野の技術 を調査 し、SQLク ライア ン ト、SQL

ゲー トウェイを利 用 して付加価値 デー タベー ス システム を構築 しようと考 えたが、

リレー シ ョナル データベース、 オ ブジ ェク ト指 向データベース間のみに制 限され

るため、十分 ではない との結論 に至 った。 そ こで、 その代替新 技術 と してデー タ

ベースの作用 を考 案 し、 リレー ショナルデー タベース、 オ ブジェク ト指 向デー タ

ベース、WEBの 三者統合 を可能 に した。

2.2.2自 然 言 語 処 理

付加価値 データベース シス テムの機 能の一 つ に 自然言語 による検 索機能 があ る。

この機 能 を実現 す るには、 この 自然言語処理 の分野で研 究 されてい る、形態素解

析 、構 文解析、意 味解 析、文脈解析 といった技術 を利用す る。 これ らの技術 を導

入 し、 自然 言語 を意味 フ レー ムな どの、意味 表現 に変換 し、それ をデー タベース

操作 言語 に変換 する仕組 みが可 能 とな る。

2.2.3ヒ ュ ー マ ン イ ン タ フ ェ ー ス

付加価値 データベース シス テム に要求 され る機 能の一つであ る、個 人の感性 に

基 づ いたデータベース検索 を可能 とす るため、 この分野で研 究 されてい る、感性

情報処 理 の技術 を利用 す る。

感性情報処 理 とは、人 間の感 じ方 を どの ように情報処 理の対象 と してい くか を

研 究す る分 野であ り、我 々は この 中で、 日本語 を用 いてデー タベース を検 索す る

際 に、ユ ーザ の感性 をどの よ うにデー タベー ス検 索 に生かす ことがで きるか とい
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うこ とについて各研究成果 を利用 してい く。

2.2.4マ ルチ メデ ィア通 信 と分 散処 理

付加価値 デー タベース システ ムでは、分散環境 に置 かれたデー タベー スの利用

が可能 なた め、 この分 野で研究 されてい る分散型 デー タベー ス技術、 エー ジェン

ト技術 な どを利 用 する。

また、付 加価値 データベー スシステムで は、既存 のデータベー スに格納 されて

い るデー タの種類 を問わない こ とか ら、マル チメデ ィア情報 を扱 うことにな る。

そのため、 この分 野で研 究 され てい る、マル チメデ ィアデータベースの技術 を利

用 す る。
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3.付 加価 値 デ ー タベ ース シス テ ム の モデ ル

3.1付 加価値 デ ータベースシステムの要求定義

我々の 目的は、既存 の リレー ショナルデー タベース、 オブ ジェク ト指 向データベ

ー ス、 そ してイ ンターネ ッ ト等 の分散 デー タベ ース とい った異な る構造 を持 つデー

タベ ース を、 作用 させ る(異 な る構造 のデー タベース同士を結合 させ る)こ とに よ

り、個 々のデー タベ ースが本来持 ってい た価値 以上 の価値 を生 み出す ことが 目的で

あ る。

この 目的 を達成 す るため、付加価値 デー タベ ースシステム に対 す る要求定義 を以

下 の ように定 め る

(1)付 加 価 値 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム が対 象 とす るデ ー タベ ース 構 造 を以 下 の3

つ と し、既 存 の デ ー タベ ー ス とは以 下 の3つ の デ ー タ ベー ス 構 造 を持 つ も

の を言 う こ と とす る。

(a)リ レー シ ョナ ル デ ー タベ ー ス

(b)オ ブ ジ ェ ク ト指 向デ ー タベ ー ス

(c)イ ンター ネ ッ ト等 の 分 散 デ ー タ ベー ス

(2)付 加 価 値 デ ー タ ベ ー ス シス テ ムは 、様 々 な ネ ッ トワー ク プ ロ トコル をサ ポ

ー トで きる。

(3)付 加価値 デー タベース システ ムの利用者 は、付加価値 デー タベース システ

ムが どの ような構造 の デー タベー ス を作 用 させて いるかを意識 しな くて

も良い。

(4)付 加価 値デー タベース システ ムの利用者 は、付加価値 デー タベース システ

ムが生み 出す新 たな価値 を利 用す るこ とが可能で ある。

(5)付 加価 値デー タベース システ ムの利用者 は、データベ ース検索 において、

日本語 による検索 が可能であ る。

(6)付 加価値 データベース システ ムの構築者 は、構 築の際 に、既存のデータベ

ース に対 して、 デー タベースの持 つデー タや、スキー ム構造 を変更す るこ

とな く、付加価値 デー タベース シス テム として再構築 するこ とが可能 であ

る。

(7)付 加価値 デー タベース システ ムの構 築者は、複数 の既存のデータベー スを

作 用 させ るこ とがで きる。

(8)付 加価値 デー タベー ス システ ムの構 築者は、付加価値 デ一 夕ベースシステ
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ムの当初 の設計お よび構築 時点後 にも、 自由に他 の既存 のデー タベー スを

作用 させ るこ とが可能で あ る。

3.2付 加価値 データベ ース システムのモデ ル構築

これ らの要求定義 を満足 させ るため、付加価 値デー タベース シス テムの数理モ デ

ル を構築 し、 異な る構造 を持 つデー タベ ース を結合 させ る 「作用」 とい う機能の有

効性 を証 明す る。

表3-1付 加価値デ ータベースシステム数理 モデルの記号

記号 意味

DB データベース

1)BK 識別子の集合

invF 1)B-2が1)B・1に 対 応Fに より作 用 す るとき,DB・1か ら1)B・2へ の 逆 対 応

indF
対 応Fに 対 しDB-2の 各要素 の識別子 を対応 先のDB-1の 識 別子に対応

させたDBK-2か らDBK1へ の対応 の逆対応

# 集合の要素数

VADB 付 加価値データベース

VADBS 付加価値 データベースシステム

デ ー タの 集 合 に お い て 、 そ の任 意 の 要 素 に対 し識 別 子 が存 在 す る とき、 我 々 は こ

の集 合 をデ ー タベ ー ス(以 後,DBと 記 述)と 呼 ぶ 。

ま たDBに 対 し、 全 て の 要 素 の識 別子 の 集合 をDBKと 書 く。DBMSは ユ ー ザ とDBと

の イ ン タ フ ェー ス に な る ソ フ トウ ェア でDBの 要 素 に対 す る検 索機 能 と更 新 機 能 をユ

ー ザ に提 供 す る。DBSはDBとDBMSと ユ ー ザ か らな る。

2つ の デ ー タベ ー スDB-1、DB-2に 対 して集 合DB-2か ら集 合DB-1へ の対 応 が存 在

す る とき、DB-2はDB-1に 作 用 す る とい う。DB-2がDB-1に 対応Fに よ り作 用 す る と

き、DB-1か らDB-2へ の 逆 対 応 が存 在 し、 これ をinvFと 書 く。 また,対 応Fに 対 し

DB-2の 要 素 の識 別 子 を対 応 先 のDB-1の 識 別 子 に対 応 さ せ る こ とでDBK-2か らDBK-1

へ の 自然 な対 応 が で き、 そ の 逆 対 応 をindFと 書 く。 ま た集合 の 要 素数 を#で 表 す。

この様 な定 義 の も とDB-2がDB-1に 対応Fに よ り作 用 す る と き、集 合

{(d1,d2-1,d2-2,_,d2-m)ld1∈DB-'1rd2-i∈invF(d1),

i=1,2,_trnrm=#invF(d1)}

は識別子の集合
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{(kl,k2-1,k2-2,_,k2-m)lk1∈DBIく 一1,k2-i∈indF(k1),

i=1,2,_rMrm=#indF(k1)}

に よ りDBに な る。このDBをDB-2のDB-1へ の作 用Fに よ り生 成 され たDBと 呼 ぶ 。

VADBは 中心 とな るDBに 複 数 のDB-1～DB-nを 作 用 させ たDBで あ る。前 出の 記 号 を

用 いてvADBの 数 理 モ デ ル を表 現 すれば、DB-iがDBに 対 し対応Fiに よ り作用するとき、

VADB={(d,d1-1,d1-2,_,dl-m1,_,dn-1,dn-2,_,dn-mn)ld∈DB'

di-]∈invFi(d),i=1,_,n,j=1,...,mi,mi=#invFi(d)}

は識別子の集合

VADBK={(k,kl-1,k1-2,_k1-m1,_,kn-1,kn-2,...,kn-mn)lk∈DB'

kiー ゴ∈indFi(k),i=1,_rn,j=1,_rMi,mi=#indFi(k)}

を持 つDBで あ る と記 述 で き る。VADBMSは ユ ー ザ とVADBと の イ ンタ フ ェー ス にな

る ソ フ トウ ェア でVADBKと 各VADB情 報 を持 ちユ ー ザ か らの ク エ リー を変 換 実 行 す る。

即 ち、VADBMSを 通 して ユ ー ザ はVAI)Bに 対 す る検 索 や 更新 を行 うこ とがで きる。VADBS

はVADBとVADBMSと ユ ー ザ か らな る 。

この 数 理 モ デ ル お よ び作 用 を、ユ ー ザ そ してDBの 双 方 か ら見 た場 合 の 具体 例 と し

て は 以 下 の よ うな 図 とな る 。ユ ー ザ はVADBMSの クエ リー 変換 実 行 部 に対 して 要 求 を

発 し、既 存 のDBは 各 種 付 加DBと 互 い に作 用 しな が らVADBを 構 成 し、VADBMSか らの

ユ ー ザ 要 求 に対 して 適 切 な返 答 を 行 な う。

ユーザ

▲

▼
V細BMsl VADBK 1》1 クエリー変換実行部 14 1 VADB構 成情報 1

▲

《VADB

1・ ・M・ 」
/

二/Eノ ・Mぺ ●1 DBMS 1
/ N
一

　

L各 鮒魎 1叉 鮒 加D・ ]上 一一ー一～ 一.

既存のDB
一 一

、 、

、
、

、〆
'♂

''

'
''

、 、

、'

r ▲

lA
_ハ

lDBMsl レDBMS 1 DBMS k lDBM・ 1

各種付加DB

、 ‥

ノ/ 各種付加DB γT 各種付加DB 」、-/ 各種付加DB 」
一 一 ー 一 一

→:デ ータ参照 一__一 ー一→レ:DBの 作 用 く トー ー一〉:ク エ リーの 流れ

図3-1付 加価値 デ ータベ ース システムの数理モデルの具体例
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4.実 現 モデ ルの検 討

4.1検 索エ ンジ ンの モデルの検討

3章 で は付加価 値デー タベース シス テムの核 とな る作用 につ いての数理 モデルの

構築 を行 な った。 この数理 モデル をどの ように実装 して い くかの指針 を示 すのが付

加価値 デー タベース シス テムの実現モデル であ る。付 加価値 デー タベース システ ム

の実現 モデル を検 討 するにあた り、 その核 の一つ と言 える検索エ ンジ ンの モデル に

ついて検討 す る。付 加価値 デー タベー ス システ ムでは、 ロー カルマ シ ン上 のデー タ

ベース だけではな く、ネ ヅ トワー クの上 のデー タベース に対 して も作用 を用 いて検

索対象 と出来 るようにす るため、 ネ ッ トワー クを前提 に実装 されて い るWWWサ ー

チエ ンジ ンを題材 に して モデル を検討 する。

4.11WWWサ ーチ エ ンジ ンの モ デ ル[5]

WWWサ ーチエ ンジンは大 き く分類す ると(1)登 録型、(2)ロ ボ ッ ト型 の2

種類 に分 かれ る。

登録 型のサー チエ ンジ ンは、 サーチエ ンジ ンにあ らか じめ登録 された各種ペー

ジへ の リンクをジャンル別 に分類 して提供 す るサー ビスで あ る。利用者 はまず、

ジ ャンル 別 に分 け られ た分類階層の 一番 上のペー ジにアクセス し、大分類 ・中分

類 ・小分 類 と リンクを選んで行 く事 で、検 索 目的 に合致 したベー ジを探 して い く

事 にな る。

ロボ ッ ト型の サーチエ ンジ ンは、 「ロボ ッ ト」 と呼 ばれ るソ フ トウェアを用 い

てWWW上 のペー ジを 自動的 に集 め、それ らに対 す るキー ワー ドを用 いた検索 を

提供 す るサー ビスであ る。

それぞれのサーチエ ンジ ンの典型的な システ ムのモデル を以下に示す。
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(1)登 録型サ ーチ エ ンジンのモデ ル

シス テ ムモ デ ル

日
5.検 索結 果

(HTML)WWW
ぐ___

サ ーバ →

2.検 索 式

6検 索結果

墨 一 ブラウザ

DB

クラ イア ン ト

検索
エンジン

図4-1登 録型 サ ーチエ ンジ ンのモデル

登録型 サーチエ ンジンではユーザ か らの登録要求 やシステム側 での登録作業 によ

りシス テム内のDBに 登録 され る。検索 を行 った際の処理 は次の ようにな る。

(A)ユ ーザがWWWブ ラ ウザ を使 い検索式 をWWWサ ーバに送 る

(B)WWWサ ーバは検索式 をCGI規 則 に従 って 、フロン トエ ン ドに送 る

(C)フ ロン トエ ン ドは検索式の解析 な どを上で 、検索エ ンジンに送 る

(D)検 索エ ンジ ンは検 索式 を解釈 して検 索 フ ァイル を使 って その検索式に合

致 するペー ジの一覧 をフ ロン トエ ン ド

(E)フ ロン トエ ン ドは検索エ ンジ ンか らの結果 をHTML化 してWWWサ ーバ

に返 す

(F)WWWサ ーバは フロ ン トエ ン ドか らの結果 をWWWブ ラウザに返す
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(2)ロ ボ ッ ト型 サ ー チ エ ンジ ンの モ デ ル

システムモデル

6.検索結果

WWW

サーバ

要約データ

5.検索結果

(HTML)

↓

← 検索
→ フロントエンド

2.検 索 式

1.検 索 式

=約 ◎)
作成

4検 索結果

←
→

3.検 索 式

索引ファイル

黙 一 ブラウザ

図4-2ロ ボ ッ ト型 サ ーチ エ ンジ ンの モ デ ル

ロボ ッ ト型サー チエ ンジンで は 「ロボ ッ ト」 と呼ばれ るソフ トウェア を用い

てWWWサ ーバ上 のベー ジを 自動 的に集め、 それ らに対 して索引 ・要約 デー タ

を作成 す る。検索 を行 った際の処 理は登録型 サー チエ ンジンと基 本的に 同 じで

あ る。

4.12付 加価値 デ ータベ ース システムで実現 するサ ーチエ ンジンの方向性

先 に挙 げたデ ィ レク トリ型 ・ロボ ッ ト型WWWサ ーチエ ンジンは、基 本的 にユ

ーザ要求 に対 して受動 的に動 くもので、ユーザ 要求の結果 に付加 価値 を付 ける と

い った能動的 に動 くものは少ない。 しか し、読 売新 聞社 ・日本電気株 式会社 が運

営 して いる新聞記事提供 サー ビス 「読売CoLiNS」[1]、NTTが 運営 している情報紹

介 サー ビス 「MagicPocket」[2]、 な どは、過去 の履歴 ・入 力 された個人情 報 を基

に利 用者 の興 味 に合 ったページを システ ムが提 示す る能 動的な システム と言 える。

これ らが利用 してい る検 索エ ンジンに関 して も今後検討の必要があ る。

4.2感 性語 の分 類

我々は既存 のデー タベ ースに対 して利用者 に対 す る適応性 を向上 させ るため に、

利用者 の感性 をデー タベー スで扱 え るこ とが、今後 のネ ッ トワー ク情報社 会 におい

て重要 な鍵 にな ると考 えて いる。 そのため ここで は、 感性情 報処理 の研 究成果 を本

調査研 究で利 用す る。
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従来 の情 報機 器 と人間 との情報伝達形 態は高 度 に抽象化、客観化 され た記号的知

識 に偏 った もので あ り、個 人的な嗜好、 主観、感性、意図等 は、一切考慮 され る余

地は なか った。 その ため、 我々は高速数値 計算や デー タベース等の情報 システ ム、

情報機 器等 の便利 さを充分 に享受 してい る一方で、情報伝達の スタイルの 固さにフ

ラス トレー シ ョンやス トレス を感 じさせ られ ることが多い。

これか らの 「心 の豊か さ」 を伴 った高度情報化社会 を実現 す るためには、人 間の

「感性 」 を理解 し、 人間 との間 に円滑 な コ ミュニケー シ ョンを実現 させて情報 シス

テ ムを誰 で もが 自由自在 に利用で きるようにす ることが必要である[6]。 この様 な背

景の 中、 ヒューマ ンメデ ィア[6]、 主観情報処 理[7]、 感性情報処理[8]に ついて多 く

の研究 がな されて いる。

この 中で も、我々の感性 に基づ く感性語 を利 用 して画像 の検索[9]や 生成[10]を 行

う研 究は高 い評価 を受 けて い る。感性 語 を利 用 して画像 の検索 を行 う研究[田 では、

絵 画検 索の ための 印象語(感 性語)と して30語 の形 容詞 を用 いた。これ を表4-1

に示す。

表4-1絵 画検索の ための印象話

すがすがしい 若 々しい 洗練された モダンな 格調のある
ダンディーな クラシックな ナチュラルな シックな 清雅な
優美な かわいい 楽しい 華麗な エスニックな

躍動的な 重 々しい クールな 地味な/落ち着い 明るい/輝 か しい

静かな 清潔な/新鮮な スポーティー 日本的 田舎風の

また、感性 語 を利用 して画像 の生成 を行 う研究[10]で は、風景描写文章 に用 い ら

れ る感性語 として、表4-2に 示 す45語 を用 いて いる。

表4-2画 像検 索のための一般 感性語

鮮やかな 温かい 怪しげな 荒 々しい 美しい

うっそうとした 厳かな 恐ろしい 穏やかな 落ち着いた

重々しい 活気のある かわいらしい 華麗な 汚らわしい

気品のある 窮屈な 清らかな 緊迫した 暗い

くつろいだ 軽快な 険 しい 広大な 荒れ果てた

寂しい 寒々しい 騒がしい 涼しげな 静かな
じめじめした 情熱的な 神秘的な 繊細な 素朴な
ダイナミックな よどんだ 憂欝な 雄大な 優雅な

ゆったりした 陽気な 弱 々しい 乱雑な ロマンチックな

これは、国語辞典 か ら抜 き出 した1100語 を吟味 し135語 に絞 り、それを類別 したもの

であ る。 これ らの成 果は 、画像 を検索す るシステ ムを構築す る場合にはその まま使用
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で きるが、我 々の考察対象であ る付加価値 デ ータベ ースシステ ム構築 の ため には、追

加修正 が必要であ る。そ こで 、我 々は、画像 のみ な らず、一般的 なデ ータ検索(マ ル

チ メデ ィア情報検 索)に 必要 な感性語 と して、約4000語 の感性 語 を再 分類 した。そ し

て 、付加価値 デ ータベ ース システムで用 いる感性 語 と して855語 の感性語 を選 出 した。

この結果 を追補に掲載 し、その例 と して 「あ」の段の感性語 を表4-3に 示す。

表4-3付 加価値デ ータベ ース システムで用 いる感性語の例

愛くるしい 曖昧だ 青い 青臭い 赤い
アカデミックだ あからさまだ 明るい 明らかだ 悪質だ
アクティブだ あくどい アコースティックだ 浅はかだ 鮮やかだ

味気ない 温かい 新しい 当たりまえだ 暑い
厚かましい アットホームだ あてずっぽうだ あて外れだ あどけない
危ない アブノーマルだ 甘い 甘酸っぱい 怪しい
あやふやだ 荒 々しい 有難い 在 り来 りだ 淡い
哀れだ 安易だ 安心だ アンバランスだ

4.3ユ ーザ情 報 の構 造

付加価値 デー タベー スシステ ムで は既存 のデー タベースの適応性 、機密性 を向上

させるため に、ユーザの個 人情報 を利用 す る。利用 する個人情報は、 アカ ウン ト情

報(ロ グイ ン名 とパ スワー ド)、 付加価値 デー タベース シス テム利用状況情報、氏

名、生年月 日、性別、血液型、生 まれ てか ら現在 までの経歴(す ご した場所、学歴、

職歴)、 免許 ・資格、趣 味、健康状態 の10種 であ る。これは個人 を判断す るため通

常の使 用 され る履 歴書 か ら、情報検索 に役 立つ項 目を抜 き出 し、情報社会で使用 さ

れ るアカ ウン ト情報 を加 え決定 した。我 々は この10種 の情報 をまとめ一つのユーザ

モ デル を構 成す る。 このユ ーザモデル をデ ジタルの世界での本人の アバ ター として

捉 え、検 索 におけ る適応性 の 向上、 システムに対 す る機密性 の向上 に利用 す る。

4.4付 加価値 デー タベ ース システ ム実現 モデル仕様書

次に各 調査 に従 い、付加価値 デー タベース システ ムのモデル を実装 する上での構

築時の指針 とな る付 加価値 デー タベース システ ムの実現モデル を提示 するこ ととす

る。

付加価値 データベース システ ムに求 め られ る要求定義は以 下の8つ の点であ った。

(1)付 加価値 デー タベ ース システ ムが対象 とするデー タベース構造 を以下の3

つ とし、既存の データベース とは以下 の3つ のデー タベース構造 を持つ も

の を言 うこと とする。

(a)リ レー シ ョナル デー タ ベ ー ス

(b)オ ブ ジ ェク ト指 向 デ ー タ ベ ー ス
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(c)イ ンター ネ ッ ト等 の分 散 デ ー タベ ー ス

(2)付 加 価 値 デー タベ ー ス シ ス テ ムは 、様 々 な ネ ッ トワー ク プ ロ トコル をサ ポ

ー トで き る。

(3)付 加価値 デー タベースシステ ムの利 用者は、付加価値 データベース システ

ム が どの よ うな構 造 のデー タベー ス を作用 させ てい るかを意識 しな くて

も良い。

(4)付 加価値 デー タベ ースシステ ムの利 用者は、付加価値 データベース システ

ムが生み 出す新 たな価値 を利 用す るこ とが可能であ る。

(5)付 加価値 デー タベ ースシステ ムの利 用者は、デー タベース検 索 において、

日本語 による検索 が可能 であ る。

(6)付 加価値 データベース システ ムの構築者 は、構築 の際に、既存のデータベ

ース に対 して、デー タベー スの持 つデータや、ス キー ム構 造 を変更す るこ

とな く、付加価値 デー タベース シス テム として再構築す ることが可能 であ

る。

(7)付 加価値 デー タベー スシステ ムの構 築者は、複数の既存のデー タベースを

作 用 させ るこ とがで きる。

(8)付 加価値 デー タベー スシステムの構 築者は、付加価値デー タベース システ

ムの当初 の設計お よび構築 時点後 にも、 自由に他の既存のデー タベースを

作用 させ るこ とが可能 であ る。

この要求定 義お よび、付加 価値デー タベース システ ムの数理 モデル を実現 す るた

め に、付加 価値デー タベース システ ムの実現 モデル を以下 のよ うに構築 した。

4-6





既存 の デ ー タベ ース

翻

(
新たな価値

儲遮 －

VADBS利 用者

芙
D 扇 § D B M S

ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス 部

要求制御部

デ ータベ ースアクセス部 データベ ースアクセス部 デ ータベ ースアクセス部

ネ ッ トワ ー ク 部 ネ ッ トワ ー ク 部 ネ ッ トワ ー ク 部

VADBS-D VADBS-D VADBS-U

図4-3付 加価値デ ータベ ース システム実現モデル

シス テ ム全 体 は、VADBS-U部(ユ ー ザ 対 応 部)とVADBS-D部(既 存 デー タベ ー ス対

応 部)と か ら成 る。 ユ ー ザ はVAI)BS-U部 を操 作 す る こ とに よ り、 付 加 価値 デ ー タベ

ー ス シス テ ム の持 つ 「作 用 」 に よ って
、 既 存 の デ ー タ ベ ー ス を仮 想 的 に統 合 して 見

る こ とが可 能 で、 そ の 結 果 、 既 存 の デ ー タベ ー ス に は な い、 新 た な価 値 を 受 け取 る

こ と とな る。

(1)VADBS-U音 β

VAI)BS-U部 は、 付 加 価 値 デ ー タベ ー ス シス テ ム とユ ー ザ が会 話 を行 な う部 分 で

あ る。 実 際 の既 存 の デ ー タ ベ ー ス は ネ ッ トワ ー ク上 に存 在 し、 そ れ らに実 際 に ア

ク セ ス す るの はVADBS-D部 の役 割 で あ るた め 、各 デ ー タ ベ ー ス を作 用 させ て利 用

す る た めの エ ンジ ンがVADBS-U部 で あ る。

VADBS-U部 は、4つ の層 か ら構 成 され る。

(a)ユ ーザ インタ フェース部

ユーザの要求 を受 け取 り、付加 価値デー タベー スシステムの結果 をユ ーザ

に提示す る部分 であ る。 プラ ッ トフォー ムに捉 われ ることな く同様の操作感

をユーザ に提示 す る。ユ ーザは付加 価値 デー タベー ス システムへ の要求 を日

本語文章で表 現す る ことが可能 であ る。

ユーザイ ンタ フェース部 をマルチ プラ ッ トフォー ムで実行可能 とす るため

に一般 的 に用 い られ る手法 はHTMLを ウェブブラウザ によ り実行 しHTTPで

転送 す る方法 であ るが、今後 の拡 張性 を考慮 しユー ザイ ンター フェー ス部 は

Java言 語 に よ り構 築 する ことが望 ましい。
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当初 は 日本 語 による検 索 を主 とす るが、 よ り個 人の感性 をシステ ムに生 か

してい くため にも、言語 に よる検索以外 の手法 も今後検討 して いかなけれ ば

な らな いで あ ろう。

[ニ コ 検索文字入ヵ

各種 プラ ッ トフ ォーム上での動作保証

図4-4ユ ーザ イ ンタ ー フ ェー ス部 の 対 応

(b)要 求制御部

ユーザ か らの 日本語文章 による検索要 求 を分析 し、 付加 価値デー タベース

システ ムが利 用す る既存 のデー タベー ス に対 して、 どのデー タベース にどの

ような検索要 求 をどの よ うな順序で行 な うか を判断す る。対象 とす る既存の

デー タベー スの構 造が3つ の種類で あ るので、 この要求制御部 が3種 類の デ

ー タベースへの検索要求発 行 を実現 する。

ここでは、ユーザ か らの クエ リー をVADBK(付 加 価値デー タベースシス テ

ムによ って作用 しあ うデータベース 内データの識別子の集合)に アクセス し

なが ら、実際 にどのデ一 夕ベースヘ クエ リーの発行 を行 なえば良 いか を判断

す る。 また、 それぞれの デー タベース か らの返 答 をさ らに他の デー タベー ス

にクエ リー として渡 すための制御 を行 なう。

VADBKに は、各既存 デー タベースの構造 と、保有 する内容 を示すデー タが

格納 されてお り、 クエ リー変換制御部 はユーザか らの クエ リー を適切 に分配

す るこ とで、既存のデ ー タベース を作 用 させ る。
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ユーザからの要求

リレー ショナ ル

データベー ス用

制 御 部1疋

オ ブジェクト指 向

デ ータベース用

制 御部1/F

ハイパーリンク

データベース用

制 御部1/F

図4-5要 求制御部(ユ ーザ か らの要求)

また、 要求制御部 は、最終的 にユ ーザ に対 して付加価値 デー タベー ス シス

テ ム としての返答 を返す ため に、各既存 デー タベー スか らの返答 を取 りまと

めてユーザ イ ンタフェース部 に結果 を返 す役割 も持 つ。

ユーザへの回答のためのデータ

リレー ショナ ル

データベ ース用

制御 部1/F

オブジェクト指 向

デ ータベー ス用

制御 部1/F

ハ イパ ーリンク

データベース用

制御 部1/F

図4-6要 求制御部(ユ ーザへの回答の ためのデ ータ)

この ように、要求 制御 部の 中で もクエ リー変換制御部 は、付加価値 デー タ

ベー ス システ ムの作 用 を実現 しユー ザ に対 して適切 な返答 を行 な うための も

っ とも重要な部分 となる。

VADBKは 作 用 させる既 存のデー タベ ース に関す る情報 を保有 す る重要な

デー タであ るため、要求制御 部 自体がDBMSと しての機能 を持つ必要があ り、

この部 分が付加価値 デー タベー スシステ ムのマ ネー ジメ ン トシステム部分 す
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な わ ちVADBMSと な る。

(c)デ ータベ ースアクセス部

要求制御部 か ら分岐 され たユー ザのクエ リーを、VADBS-D部 のデータベー

ス アクセス部 を介 して実際の デー タベースに向けて発行す る。

VADBS-U部 のデータベース アクセス部 は、下位 のネ ヅ トワー ク部 を介 して、

VADBS-D部 の データベース アクセス部 と会話 を行 なう形 とな るため、付加価

値 デー タベー ス システ ムで扱 う対 象 としての、リレー シ ョナルデー タベース、

オ ブジ ェク ト指 向データベー ス、 そ してハ イパー リンクで結 ばれたイ ンター

ネ ッ ト上の分 散 データベース の3種 類 に対 して適切 にアクセスで きる必要 が

あ る。

リレー ショナル オブジェクト指 向 ハ イパ ー リンク

デー タベ ース用 デ ータベ ース用 データベ ース用

デー タベースアクセス部

図4-7デ ー タベ ースアクセス部の3種 類の構造

(d)ネ ッ トワーク部

検 索要求の送信 お よび各 デー タベー スか らの結果 の転送 を実際 に行な う。

基 本的 には、各種 ネ ッ トワー クプ ロ トコル に対応 可能 とす るこ とが望 ま しい

が、 オー プ ンネ ヅ トワー ク環 境 にお け るデ ファ ク トス タ ンダー ドで あ る

TCP/IPに よって実装 す ることが現実的で ある。

TCP/IPに よって実現 す る事 で、実際の物理的回線 を問 う必要 がな くな りま

た、現在のイ ン トラネ ヅ トの普及 によ り、LAN内 は もとよ り、世界 中のマ シ

ンとの連携 が可能 となる。

(2)VADBS-D音 β

VADBS-D部 は、 ネ ッ トワー ク上 に存 在 す るVADBS-U部 か らの 要求 に対 して 、 既

存 の デ ー タ ベー ス のDBMSに 働 きか けて クエ リー を行 な う。
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VADBS-D部 は、2つ の層 か ら構 成 され る。

(e)デ ータベースアクセス部

VADBS-U部 のデー タベース アクセス部 か ら来 る要求 を、ネ ッ トワー ク部 を

介 して受け取 り、実際の既存の データベースのDBMSに 対 して発 行す る。

実 際は既存 のデータベースの構造 に合 わせて3種 類 の実装 を行 な うことに

よ り、既 存のデー タベー ス利用 を実現 す る。

(f)ネ ッ トワーク部

検 索要求の 受信 お よび各 デー タベース か らの結果 の転送 を実際 に行な う。

基本 的 には、各種 ネ ッ トワー ク プロ トコル に対応 可能 とす ることが望 ま しい

が、 オ ー プ ンネ ッ トワー ク環 境 にお け るデ ファ ク トス タ ンダー ドで あ る

TCPAPに よって実装 す ることが現 実的で ある。

TCP/IPに よって実現 す る事 で、 実際の物理的回線 を問 う必要 がな くな りま

た、現 在の イン トラネ ッ トの普及 に よ り、LAN内 は もとよ り、世界 中のマ シ

ンとの連携 が可能 となる。

(g)DBお よ びDBMS

これ は 既 存 のDBお よびDBMSで あ る。

付加価 値 データベース シス テムの作 用 を上記仕様 を満 たすべ く実装 を行 な う事 に

よ り、付 加価値 デー タベース システムの 目的であ る、 既存の デー タベース の(1)

信頼性 の 向上 、(2)機 密性の 向上、(3)適 応性 の 向上、(4)有 用性 の向上、

が図 られ る。

しか し、 どの ようなデー タベ ース を付加価値 デー タベース システ ムの 中で作用 さ

せ るか によ り、それぞれの性質 が異な って くるため、具体的 な例 を次章 に示 す事 に

す る。
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5.産 業分野 への応用効果

これ まで、付 加価値 デー タベー スシステ ムの 目的、他研究分野 との 関係、付加価値

デー タベー ス システ ムの数 理モデル と実現 モデル について説 明 して きたが、今後付加

価値デー タベース システム を実装 してい くに当た り、実用価値 を見定 め ることに よっ

て、 その実装 が有意義 な もの になる と考 え られ る。そ こで本章で は、付加価値 デー タ

ベー スシステムの産 業分野への応用対象 とその効 果 について述べ る。

5.1応 用 対 象

本調査 研究 で定 義 したデー タベースの価値 「信頼}生、機密性、適応性、 有用性 」

を向上 させ る事 に よ り、デー タベース を利用 してい るシステムその ものの価値 が向

上す る と考 え られ る。その ため 「料 理の レシ ピや関連情報 を紹介 す る」 とい った よ

うな膨 大 なデータか ら、 自然 言語 を用い て容易 に検 索で き、信頼性 ・適応性 ・有 用

性 を向上 させた形 でユーザ に表現 す る、 とい った情報提供 システム全般 が考え られ

る。

具体的 には以下の ような利用 方法が付加価値 データベース システムの応 用対 象 と

して特 に適 して いる と考 え られ る。

5.11パ ー チ ャ ル モ ー ル

バ ー チ ャル モ ー ル とは、 実社 会 にお け る商 店 街 、 デ パ ー ト等 を、 ネ ッ トワー ク

上 で 仮 想 的 に実 現 した もの で あ る。

バ ー チ ャル モ ー ル は 急 速 に発 展 して お り、出店 数 が96年9月 で2,218件 だ っ た

もの が98年5月 には8,695件 とな って い る。

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

件

数5'000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

1995/9 1996/9 1997/9

図5-1バ ーチ ャ ルモ ー ル へ の 出店 数(累 計)[11]

この ように約1年 半の 間に出店数 が約4倍 に伸び、 当然利用者 も急激 に増 えて

い ることが予想 され るのだが、 これ らバーチ ャルモール を支 える技術的基盤 を見
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てみ た場合、 まだ確 固 と したバーチ ャル モール構築 モデルが社 会 に提示 されてい

る とは言 い難 い状 況であ る。

付加価値 デー タベースシステ ムは 自在 に既存のデー タベース を作用 させて利 用

で きるこ とか ら、利用 者の嗜好 を考慮 した柔 軟な システ ムを構築 するためには非

常 に有用 なモ デル とな りうる と考 える。

5.12デ ジ タル ラ イ ブ ラ リ

「デ ジタル ライブラ リ」 とは、現 実世 界の図書館 を、電子的 に実現 したシステ

ムで、紙 の出版 物で扱 え る文字、静止 画以外 に、映像、音声 といった、デ ジタル

コ ンテ ンツを扱 え、多角的 な検索 が行 なえ る。

デジタル ライ ブラ リと して保管 され るデー タは、一度保管 されて しまえば品質

が失 われ ることがな く、半永久的 に保管 時の 品質 を保つ事 が可能で あるため、将

来 的には保管 時 に想定 した利 用方法 以外 の拡 張 した利用方法 も求 め られて くるで

あ ろう。

この ようにデー タ利 用方法 を拡張 す る必要の あ るデジタル ライブラ リな どには、

付加価値 データベース システ ムの柔軟性 が非 常に有効 であ る。

5.13各 種 デ ー タサ ー ビス

既存 のデー タベ ース に対 して、具体 的な付 加価値 を付 け るこ とので きる利用方

法 として、 次の ような利用方法 が考 え られ る。

(1)バ リア フ リー対応

既存の企業 情報 データベース を、 障害者な どにも利用で きるよ うにするた

め に、既存 のデー タベース を変更 す るこ とな く、付加価値 デー タベー スシス

テ ムを利用 す る事 によ り多彩 なサー ビス が実現 で きる。

幽 ・園

フォン トを大きく表示

→ フォン トを大 き く表示

一一 ぐ

音声による操作 ∠ ≧

図5-2デ ー タ ベ ー ス利 用 者 支 援 サ ー ビス(1)
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この よ うな使い方 は、 データベー ス利用者支援 サー ビス と名づ けるこ とが

で きるだ ろう。具体 的には、 既存の企業情報 デー タベース に対 して、 フォン

ト情報や音声 によるデータを新た に作成 し、作 用 させ る事 によ り容易 に実現

が可能で ある。

これは既存 のデー タベース に対 して適応性が 向上 した例であ る。

(2)情 報 の母 国語への変換

英語 な どの既存の新 聞記 事デー タベー ス に対 して、 母国語であ る 日本語 に

翻 訳 した情報 を作用 させ るこ とで、 よ り多 くの人が英語新 聞の情報 を利 用 す

るこ とがで きるようにな る。

新聞

新匿

鑓薮苺
藁慶鍼皇

日本語の

記事データ

ー ス

' 一 ス

V
A
D
B
S

Bcompanysharedstandat$500.

→B社 の 株 は 現 在500ド ル に な っ て い る 。

英語の記事を

日本語にして提示

図5-3デ ー タベ ー ス利 用 者 支 援 サ ー ビス(2)

この利 用方 法では、 データの利用者の裾 野 を広 げるこ とによ り情報の適応

性 が向上 した とともに、英語が読 めなか った人 にも情報 を提供 で きる事 か ら、

情報の有用性 が向上 したとも言 える。

(3)メ タデ ータ付加

既存の デー タベー スの設計時 に考慮 がなされていな かったため に、情報 の

メ タデー タす なわ ちデータベースの作成 時期、 デー タの作 成時期、作者 な ど

の情報 を格納 で きない場合 にも、付加価値 デー タベース システ ムは柔軟 に対

応 す るこ とがで きる。
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麟!・

i

∨
A
D
B
S

もとのデータベースには格納されていない
デ ー タベ ー ス の作 成 時 期 、

メタデータの提示

データの作者等のメタデータ

図5-4メ タデ ー タの 付 加 サ ー ビス

この こ とによ り、 デー タの作 成時期 な どを保管 する ことが可能 とな り、情

報信頼}生が 向上す る。

(4)関 連情報の提示

い くつ かの既存 のデー タベース内 にあ る情報で 関連性の ある ものを同時 に

提 示す るこ とによ り、今 までになか った付加価値 が生 まれ るこ とがあ る。

食 綴織馨難 ス

馨

V
A
D
B
S

白菜 、 たけの こ

八宝菜 のレシピ

図5-5関 連情報の提示サ ービス

この図は、別 々に存在 する食材 デー タベース とレシ ピデー タベー スを、付

加価値 デー タベー ス システ ムで作 用 させ ることによ り、 それ ぞれのデー タベ

ースだ けで は持 ちえなか った関連情 報 をユーザ に対 して提示 す るこ とが可能

とな る。

これは双方のデー タベー スの有 用性が 向上 する利用方法 と言 うこ とがで き

る。
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(5)2社 の新聞デ ータの比 較

それ ぞれが別の新 聞社 の記事 を、記 事内 に含 まれ る単語等 を比較 して提示

す るこ とに よ り、2つ の新聞社 のデー タベース が、ユーザ にはあたか も有用

な1つ のデー タベース に見 せるこ とがで きる。

新聞

新聞

漆戦
藁蕎纐

匿糠
憲無一蒙

一 ス

ー ス

V
A
D
B
S

自白連合関連の閣僚の意見

A新 聞の記事

B新 聞の記事

図5-6デ ー タ内 容 の 比 較 ・提 案 サ ー ビス

デー タ内容の類似性 につ いて は、 類似性 とい うこ と自体 が主観 的な もので

あ るがため にコン ピュー タで扱 うには難 しい面 があ るが、 同程度 の単語 が含

まれてい るな どか ら始 め、感性情報処理 の手法 を有効 に利用 するなどによ り、

あ る程度 の成果 が 出せ るもの と考 え る。

この利 用法で も、 既存のデー タベースそれ ぞれには持 ちえなか った付加価

値 を付 け るこ とがで き、双方 の有用性 が 向上 し、 また情報 内容 の信頼性 も向

上 した と言え るであ ろう。

(6)個 人の感性 を生か した情報検索

また、付加 価値 データベース システ ムを用 い ることに よ り、 あ らた に個 人

の感性 情報 を構築 し作 用 させ ることによ り、ユーザ の嗜好 や感性 を重視 した

情報検 索 を提供 す るこ とが可能 とな る。
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魯 ・

個人 ご の感性デー ベ ー ス

V
A
D
B
S

きれいな風景

盤緯⇒
Nさ んは摩天楼の風景をきれいと思う

Nさ ん

図5-7個 人への検索支援 サー ビス

検 索 を行 な う個 人 の情報 を管理す るデー タベース を、後 か らで も容易 に作

用 させ ることがで きるため、サー ビスの 自由度 が増 し、 また、人間の感性 に

関す るデー タベー ス も作 用させ るこ とに よ り、 個 々のユーザの嗜好 を判断で

きる検索サー ビスが提供 で きる。

この よ うな利 用方法 では個 人 によ り検索 結果 が異な るこ とか ら、 この付加

価値 デー タベース システム 自体 が個人へ の機密 情報 を管理で きるこ とにな り、

デー タベー スの機 密性 が 向上 したと言 えるだろ う。

5.2期 待 され る応用効果

付加価値 デー タベース システ ムを上記 の ような利用方法で用 いた場合、応用効果

としては以 下の効 果が期待 され る。

5.2.1柔 軟 な検 索 方 法 の 実現

ユーザ イ ンタ フェース として 自然 語 を解析 で きる事 に よ り、ユ ーザが よ り自分

の持つ言葉で利用可能 とな り、利用 対象者 を拡大で きる。

また、個 人の感性情報 をデータベース に して付加価値 データベースシステムで

作 用 させ るこ とで、今 まで は単 な る文字 の検 索のみ を行 な っていた検索方法か ら、

利 用者 個人 の感性 につ いて も判 断す るこ とが 可能 とな り、 よ り複雑 なユ ーザの意

図 を理解 するこ とがで きる検 索 システムが構築で きる。

5.2.2柔 軟 な サ ー ビス の 実 現

利用毎 に蓄積 され たユー ザ情 報 を元 にユー ザ に対 しての適応性 を向上 させ る事

によ り、以下 の ような柔軟なサー ビス提供が可能 となる。

・子供 の場合 はフ リガナ を振 って表現
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老人の場合は大きなフォン トで表現

目が不 自由な人は音声で表現

5.2.3情 報 の有用性 向上

検 索結 果の表示 を行 な う際 に、 ハイパーメデ ィアによ り関連 性を提示 するこ と

で、 それぞれの情報 の有用性 が 向上 す る。

例 えば料 理の レシ ピ紹介 の 中で、 ハイパー メデ ィアを利用 しその材料 に対 して

栄養価 ・生産地 などの情報 と関連付 け をす るこ とで、各情報の有用性が 向上 した

といえ る。

5.2.4情 報 の信頼性 向上

1つ のデー タベー スを検 索す るのではな く、2つ 以上の既存の デー タベース を

同時検索 ・表示 する事 に よ り、提示 す る結果 に対 して客観性 を持 たせ る事が可能

なため情報 の信頼性 が向上す る。

5.3バ ー チ ャ ル モ ー ル 「Gumbo」 へ の 応 用

バ ー チ ャル モ ー ル 「Gumbo」 とは、 弊社 が運 営 して い るバ ー チ ャル モ ー ル で

あ る。

タ _苗 ×

フ貿艇)編 集㊧ 表示《婁)移 動⑨ お罰 こ入り(△)ムルプ更)

識 しさいっぱい こった煮 スープの
オンラインショッピンゲモー ル

滝 蓼'鶯
弐9n・2x 罐

ttillil'i灘

ll雛

1灘
謹騒

_瀕 蓬 髪..

60継8
● はじめ にお読 みください

● 二注文 方法

● ご注 文.カ、ら商`結が お三手元 に届くま ε

● 出艦 墓蓬髪

●繋
磁 醐 せっ1

螺繁
鷲講 霧醸 鑛織
塞格稼働 ノ

㈱ 魏鰯－L__一
'品 詞

図5-8 「GumboＬhttp://www .gumbo.ne.jp/

バ ーチ ャルモールへの 出店者 累計(図5-1参 照)は 年々増加の一歩 をたどって
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い るが、実際 バーチ ャル モールの構築 に当た って は、移 り変 わるネ ッ トワー ク上の

モール利用者 の価値観 を固定 して しまっては、 将来的 に柔軟性 に欠 けるモール にな

って しま う恐れ があ る。

5.3.1モ ール 利 用 者 の 多 様 化

イ ンタ ー ネ ッ トの 普 及 は利 用 者 の 多様 化 を 意 味 して い る。1998年6月 のNikkei

BuisinessPublications,Inc[12]の 調 査 に よ る と、 バ ー チ ャル モ ール の利 用 年 齢

層 が非 常 に広 範 囲 にわ た って い る こ とが わ か る。

▼▼、-、 ・ 、-、-

端

〔 巨
、

ま
…
:

,

一

_鶏 澄 璽 華
コi霊 胤 纂 閤__

図5-9モ ール利用者 の年齢層

また、 同デー タの職種別集計 にも、ユー ザの多様化 を見て取 る事 がで きる。

2,500

人lil88

数i・988

職種別ユデザ

技 事 管 営 研 学 役 そ

術 務 理 業 究 の
暇 暇 職 職 職 婦 他

職種

図5-10モ ール利用者の職種
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この よ うに、 バーチ ャル モールの利用者 は、 年齢層、職種 とも多様化 して きて

い るため、 サー ビスの提供者 はユーザ の嗜好 に適 したサー ビス を常 に提供 し続 け

ていか なけれ ばな らず、ユ ーザの嗜好 を確実 に押 さ えるこ と、 また、嗜好 に合 わ

せ た柔軟 なサー ビスが提供 で きるこ と、 がバ ーチ ャルモール運 営 において非常 に

重要なポ イン トとなる。

5.3.2付 加 価 値 デ ー タベ ース シス テ ム の バ ーチ ャル モ ール へ の応 用 効 果

バーチ ャル モール 自体 が柔軟性 の無 い構造 を持 ってい た とす る と、将来 必ずや

って くるユーザ の嗜好の 変化 に対応 で きず、 バーチ ャル モール を成功 に導 く事 は

で きない。 そこで、付加価値 デー タベース システム をバーチ ャル モール の基 本的

構 造 とす ることによ り、期 待され る効 果 としては、以下の ことが挙げ られる。

(1)構 築者 にと ってのモール構築の容易化

付加価値 デー タベース システ ムを適用す るこ とによ り、検索 に使用 す る既

存の商 品デー タベ ース とは別 に、ユ ーザ につ いての データを構築 し、蓄積 し

なが ら既存 のデー タ に作 用 させ ることがで きるため、既存 のデー タベー スの

有用性 を高 め ることが可能 となる。

この よ うに、モー ル構 築時 にお け るデー タベース設計時点で、後 に必要 と

なるで あ ろうユー ザ情報 のデー タベース を考慮 する事無 く設計 を進 めるこ と

がで きるため、 モール構 築の負担 が非常 に軽 くなる。

(2)構 築 者に とって のモールの容 易な拡 張

設計時 の負担 が軽 くな る とともに、 すで に存在す る他の デー タベース との

融合 も容易 とな るため、構 築後の モール拡張 が容易 になる。

また、他 のバー チャル モール を も1つ のデー タベース とみ なす事 によ り、

複数のバー チ ャル モール を作用 させ、1つ のモール にみせ るこ とも可能 とな

る。
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仮想 的なバ ーチ ャルモ ールサー ビス

作用(2)

商品デ 一夕 ベ ス

品 デ 一 夕 ベ ー

巨1・
作用(1)

他 のバーチ ャルモ ール

付 加 価 値 デ ー タベー スシステムを適 用 した

バ ー チャル モール 「Gumbo」

図5-11モ ール 内外 の仮想 的な融合 、結合

(3)ユ ーザへの柔 軟 なサ ー ビスの提供

インター ネ ッ ト上 か らの顧 客情報(個 人情報 、ア クセス頻度、 アクセス時

の嗜好 な ど)を モール設計後 に付加価値 データベース システ ムを用いて蓄積

す るこ とによ り、ユー ザ個 々への柔軟 な対応 が可能 とな る。

また、感性語 によ り、ユ ーザの嗜好 を判 断 して情報 提供 を行な うな ど、他

のバー チャル モール にはないサー ビス を提供 す るこ とで、他のモールへの差

別化 を図 るこ とがで きるようになる。

バーチ ャルモール はイ ンター ネ ッ トや イ ンター ネ ッ トの利用者 が成熟 して始 め

て成熟 す るもので あ り、 まだ まだ発展 途上で今後 もさまざ まな手法 が試 され失敗

と成功 が繰 り返 され てい くもの と考 え る。そ のよ うな中で、付加価値デー タベー

スシステ ムの ような、 既存のデー タベース を有効活用で きる仕組 みを持 ったデー

タベース システ ムは、現 在の情報社会 の 中で大 いに求 め られてい るこ とは明 らか

であ る。
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6.む す び

本調査研究 によ り、付加価値 デー タベース システ ムの実現モデル が構築 された。今

後 は この実現 モデル に従 い、 弊社 が運営 す るイ ンターネ ッ ト上のオ ンライ ンシ ョッピ

ングモールGumbo(ガ ンボ:http://www.gmmbo.ne.jp/)上 に、付加価値 デー タベース

システムのパ イ ロッ トシステム を漸次導入 して い く予定で ある。

実際 にオ ンライ ンシ ョッピングモール に対 して付加価値デー タベー スシステムを導

入す るこ とに よ り、 本調査研 究 によ り導 かれ たさまざまな結果 を実際の社会 の中で検

証す るこ とがで き、 またイ ンター ネ ッ ト上のユーザの移 り変わ りの激 しい嗜好 に対 し

て、オ ンライ ンシ ョッピングモール 自体 が柔軟 に対応 で きるようにな り、Gumboと して

は、他 ヴァーチ ャル モール への差別化 が可能 とな る。

Gumbo上 での付加価値 デー タベー スシステムが評価 され ることによ り、現在各社 で競

合状 態 にあ るヴァーチ ャル モール システム を、仮想的 なヴ ァー チ ャル モール システム

として再構成 す るこ とも可能 となるため、仮想商店街の次世代 を担 う構築 手法 と して

期 待で きる。

今後 は実装 お よび検証 とともに、 さ らに付加価値 デー タベー ス システムの概念 を深

めなが ら確立 してい きたい と考 えて い る。
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VADBSで 用い る感性語 一覧表

(

「φ●

愛くるしい 暖昧だ 青い 青臭い 赤い

アカデミックだ あからさまだ 明るい 明らかだ 悪質だ

アクティブだ あくどい アコースティックだ 浅はかだ 鮮やかだ

味気ない 温かい 新しい 当たりまえだ 暑い

厚かましい アットホームだ あてずっぽうだ あて外れだ あどけない

危ない アブノーマルだ 甘い 甘酸っぱい 怪 しい

あやふやだ 荒 々しい 有難い 在り来りだ 淡い

哀れだ 安易だ 安心だ アンバランスだ いい

いい加減だ イー ジーだ イエローだ 意外だ 如何わしい

厳つい 遺憾だ 粋だ いけ好かない 異国的だ

依枯地だ 潔い 勇ましい 意地汚い 異質だ

異常だ いじらしい 意地悪だ いたいけだ 偉大だ

痛々しい
一意的だ 一時 的だ 一途だ 一 目瞭然だ

一様だ 一生懸命だ 一方 的だ いとおしい いなせだ

命知らずだ いびつだ 違法だ 忌わしい 卑 しい

嫌だ 嫌味だ いやらしい 色っぽい 陰気臭い

陰湿だ 印象的だ 淫狼だ 憂い 初々しい

ヴィヴィッドだ 迂闊だ 胡散臭い 後ろめたい 薄汚い

薄気味悪い 薄暗い 薄っぺ らだ 疑い深い 疑わしい

内気だ 有頂天だ 美しい うってつけだ 豊胸しい

移り気だ 上手い 有耶無耶だ 怨めしい 五月蝿い

嬉しい 永遠だ 鋭利だ 営利的だ 得難い

エキセントリックだ エキゾチックだ えげつない エコノミカルだ エネルギッシュだ

偉い エレガントだ 工口だ 縁遠い 円満だ

横着だ 横柄だ 大きい 大げさだ オーソドックスだ

おおっぴらだ オープンだ 大まかだ おおらかだ おかしい

お門違いだ 臆病だ 奥ゆかしい 烏瀞がましい 厳かだ

幼い お座なりだ 押しつ けがましい お洒落だ お節介だ

遅い おぞましい お粗末だ 恐ろしい 穏やかだ

おっちょこちょいだ 男 らしい 大人げない 大人しい 朧気だ

おませだ おめでたい 思いがけない 重苦しい 面白い

愚かだ 温厚だ おんなじだ 女らしい 穏便だ

快適だ 概念的だ 開放的だ 外面的だ 科学的だ

輝かしい 果敢だ 確実だ 格別だ 過激だ

がさつだ 賢い 微かだ 堅い かたくなだ

堅苦しい 型どおりだ 片腹痛い 型破りだ 勝気だ

画期的だ かったるい 家庭的だ 悲しい がめつい

空っぽだ 軽い 軽はずみだ 華麗だ 可憐だ

可哀想だ 簡潔だ 頑固だ 完全だ 寛大だ

簡単だ 甘美だ 官僚的だ 黄色い 奇怪だ

機械的だ 気掛りだ 気軽だ 聞きづらい 危険だ

ぎごちない 気さくだ きざだ 技術的だ 気丈だ

奇想天外だ 規則正しい 汚い 既知だ 貴重だ

几帳面だ きつい 気長だ きな臭い 気恥しい

奇抜だ 希望的だ 気まぐれだ 生真面目だ 気まずい

気味が悪い 奇妙だ 気難しい きめ細かい きゃしゃだ

II





●

客観的だ 窮屈だ 兇悪だ 仰仰しい 器用だ

狂暴だ 興味深い 強力だ 極端だ 巨視的だ

巨大だ 清らかだ 気弱だ 嫌いだ 気楽だ

きらびやかだ 綺麗だ きわどい 緊急だ 近代的だ

均等だ 勤勉だ クールだ 具体的だ 下らない

ロ汚い ぐちゃぐちゃだ くどい 悔しまぎれだ 暗い

クラシックだ グラフィカルだ クリーンだ 苦しまぎれだ グレイだ

黒い グロテスクだ 詳しい 経験的だ 経済的だ

形式的だ 軽率だ 系統的だ 軽薄だ 気高い

桁違いだ けだるい 傑作だ 決定的だ 潔癖だ

健気だ 下品だ 元気だ 謙虚だ 現金だ

現実的だ 原始的だ 建設的だ 健全だ 現代的だ

厳密だ 小意気だ 豪快だ 高貴だ 神 々しい

高水準だ 広大だ 高度だ 広範囲だ 幸福だ

公平だ 合法的だ 巧妙だ 合理的だ ゴージャスだ

ゴールドだ 酷だ 極秘だ コケティッシュだ 心地よい

心苦しい 小糠だ 個人的だ こそばゆい 誇大だ

古典的だ 好ましい 古風だ 子煩悩だ 細かい

こまめだ 固有だ 恐い コンスタントだ コンパクトだ

最高だ 最低だ ささやかだ 雑だ 殺風景だ

淋しい 寒い さりげない 騒がしい 爽やかだ

残酷だ 斬新だ 塩辛い 四角い 試験的だ

静かだ システマチックだ 自然だ 下町風だ シックだ

しつこい 質素だ 実用的だ 失礼だ 詩的だ

しなやかだ シニカルだ シビアだ 渋い 自分勝手だ

地味だ 事務的だ 湿っぽい 邪悪だ ジャーナリスティック

だ

シャープだ ジャイアントだ 社会的だ 社交的だ 重要だ

主観的だ 純情だ 純粋だ 詳細だ 正直だ

笑止だ 上手だ 饒舌だ 冗長だ 上品だ

ショッキングだ 白々しい シリアスだ シルバ ーだ 熾烈だ

焦れったい 白い 人為的だ 新鋭だ 心外だ

辛気臭い 新規だ 神経質だ 真剣だ 深刻だ

紳士的だ 神聖だ 親切だ 新鮮だ 慎重だ

人道的だ 神秘的だ シンプルだ 進歩的だ 図々しい

清 々しい 凄い 筋違いだ 涼しい スタンダードだ

素敵だ ストイックだ 素直だ 素晴らしい スピーディだ

スポーティだ ずぼらだ スマ ー トだ スムーズだ スリリングだ

鋭い ス ローだ 正確だ 生産的だ 清純だ

賛沢だ 精密だ せせ こましい せっかちだ 切実だ

絶体絶命だ 切ない 狭い 忙しない 繊細だ

センセーショナルだ 鮮明だ 鮮烈だ 爽快だ 壮観だ

総合的だ 騒 々しい 俗っぽい 粗雑だ そそっか しい

そっけない 率直だ ソフトだ 素朴だ 粗末だ

他愛ない 退屈だ 大衆的だ 大切だ 大胆だ

タイトだ ダイナミックだ 大変だ 怠慢だ タイムリーだ

平らだ ダイレクトだ 堪えがたい 高飛車だ 正しい

縦長だ 妥当だ たどたどしい 楽しい 多方面だ

III
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駄 目だ 頼りない だらしない だるい たわいない

短気だ 小さい 力強い 力無げだ 力任せだ

知的だ ちゃちだ 注意深い 抽象的だ 中途半端だ

直接的だ 直線的だ 直角だ 著名だ 沈着だ

陳腐だ 痛快だ 痛烈だ 拙い 慎ましい

つまらない 罪深い 冷たい 強気だ 低調だ

丁寧だ ティピカルだ 適切だ 適当だ テクニカルだ

でっかい 徹底的だ 手緩い 出任せだ 手短だ

デモクラチックだ デラックスだ デ リケー トだ 照れくさい 統一的だ

貴い 道徳的だ 透明だ 独自だ 独創的だ

毒々しい 特別だ 刺 々しい ドライだ ドラマチックだ

ドレッシーだ ナイーブだ 長い 投げやりだ 和やかだ

情ない 情深い 懐かしい 何気ない 生意気だ

生 々しい 生半可だ なまめかしい 涙ぐましい 滑らかだ

悩ましい 馴れなれしい 難解だ 軟弱だ ナンセンスだ

憎たらしい にこやかだ ニヒルだ 入念だ ネイティブだ

ネガチブだ 熱心だ ねばり強い 眠たい 濃密だ

ノーマルだ 鈍い 呑気だ ハ ー ドだ ハイカラだ

排他的だ ハイテクだ ハイレベルだ 破壊的だ 馬鹿だ

博識だ 激しい はしたない 恥 しい 罰 当りだ

発見的だ 派手だ 花やかだ 幅広い パブリックだ

速い 腹黒い 腹立たしい 繁雑だ 半透明だ

半端だ 控え目だ 悲観的だ 卑屈だ 非合理だ

悲惨だ 非常識だ 非情だ ヒステリックだ ひたむきだ

美的だ 人騒がせだ 人並だ 独 りよが りだ 皮肉だ

批判的だ 非凡だ 飛躍的だ 冷やかだ 病的だ

卑劣だ 広い 無愛想だ 風流だ フェアだ

フォーマルだ 不快だ 不格好だ 不完全だ 不規則だ

不吉だ 不気味だ 不器用だ 不謹慎だ 複雑だ

不潔だ 不合理だ 不細工だ 不作法だ 不思議だ

不自然だ ふしだらだ 不躾だ 不精だ 不親切だ

不審だ 不粋だ 不正確だ 不鮮明だ 不確かだ

不注意だ 普通だ 物騒だ 不適切だ 不出来だ

不適当だ ふ てぶてしい 不当だ 不道徳だ 不得意だ

不徳だ ふとっ腹だ 不届きだ 不必要だ 不敏だ

不変だ 不便だ 不満足だ 不明確だ 不名誉だ

不愉快だ 不用だ プライベートだ プラクチカルだ プラトニックだ

フランクだ フリーだ 古い ブルーだ 無礼だ

フレキシブルだ フレッシュだ プロフェッショナルだ 文化的だ 分析的だ

平穏だ 平坦だ 平凡だ 平和だ ベーシックだ

下手だ 変だ 便利だ 封建的だ 豊満だ

誇らしい ポジチブだ 保守的だ 細い ホットだ

ポップだ 程遠い 程よい ポピュラーだ 微笑ましい

ほやほやだ ほろ苦い ホワイトだ マイナーだ 紛らわ しい

真面目だ まだるっこい まちまちだ 真直ぐだ 的はずれだ

まともだ マニアックだ 目映い マメだ 丸い

希だ 回りくどい 満足だ ミーハ ーだ 未確認だ

身勝手だ 未完成だ 見苦しい 見事だ 短い
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惨めだ 未熟だ みすぼらしい 淫らだ 密だ

みっともない 醜い 耳障りだ みみっちい 耳寄りだ

見易い 妙だ 未練がましい 民主的だ 無意味だ

無益だ 無害だ 無学だ 昔気質だ 無関係だ

無関心だ 惨い 向う見ずだ 惨たらしい むさくるしい

無差別だ 無惨だ 無慈悲だ 無邪気だ 無情だ

無神経だ 難しい 無責任だ 無節操だ 無造作だ

無駄だ 無知だ 無茶苦茶だ 夢中だ 睦まじい

無頓着だ 胸苦しい 空しい 無分別だ 無謀だ

無欲だ 目新 しい 明確だ 迷惑だ 目ざとい

目障りだ メジャーだ 珍しい 滅茶苦茶だ 目出度い

めぼしい 目まぐるしい 女 々しい メンタルだ 面倒臭い

綿密だ 盲目的だ 猛烈だ モダンだ もどかしい

物好きだ 盛沢山だ 易しい 優しい 安 っぽい

安らかだ 厄介だ 破れかぶれだ やぼったい 疾しい

闇雲だ ややこしい 柔かい 有意義だ 憂欝だ

有益だ 悠遠だ 有害だ 優雅だ 勇敢だ

悠久だ 有効だ 優秀だ 優柔不断だ 有数だ

雄大だ 悠長だ 雄弁だ 有望だ 有名だ

ユーモラスだ 有用だ 優良だ 有力だ 愉快だ

豊かだ ユニークだ 緩やかだ 容易だ 陽気だ

用心深い 幼稚だ 洋風だ よこしまだ 横長だ

よそよそしい 喜ばしい 弱々しい 楽だ 楽天的だ

ラフだ 乱雑だ 乱暴だ リアリスティックだ リアルだ

リーズナブルだ 理屈っぽい 利ロだ リズミカルだ 理性的だ

理想的だ 立体的だ 良質だ 良心的だ 凛凛しい

ルーズだ 冷静だ 霊的だ 歴史的だ 劣悪だ

連想的だ 浪漫的だ 老練だ ロー カル だ ローレベルだ

露骨だ ロジカルだ ロマンチックだ 論外だ 論理的だ

ワイル ドだ 我侭だ 若 々しい 詫びしい 悪い

マ

V 一



●

'

●

●

.

■



発行

委託先

印刷所

禁無断転載

平成11年3月 発行

財 団法人 デー タベース振興 セ ンター

東京都港 区新橋2丁 目13番8号

新橋東和 ビル5階

TELO3-3508-2430

株 式会社 イ ンター クラフ ト

仙 台市青葉 区中央1-3-1

AER8階

TELO22-217-8235

株 式会社 イ ンター クラフ ト

一



〃

'

●

」

.

'

L

/
'

、
'

ノ

'

已

⇒

〉

[ ・`


